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はじめに このソフト ？ 

• 業界での位置付け ⇒ 基幹業務の総合管理ソフト 

1.  会計ソフト×  → 経営支援ソフト○  

2.  統合システム× → 総合システム○  

3.   単一業務ソフト× → 多業務対応ソフト○  

4.  財務会計× → 管理会計○ 

  

• ＤＢ 
ﾃﾞｰﾀがｅｘｃｅｌで縦横の連携しているような多重ﾌｧｲﾙ 

        



Ⅰ-１. 現状認識 ＇歴史・ベンダー（ 

◆  システム化の歴史 ・・・ パッケージ・ソフト 

1. 仕事の改善手段としてコンピュータ利用 → 半世紀以上(60年代後半（ 

2. 当初は自社の特定の部署の業務改善手段 → 業務システムの始まり 

3. 専門部隊による開発が本格化 ＆  問題も発生 → 高額な開発費 

4. ｢費用｣対｣効果｣の発想が生まれた → ユーザ負担 

5. 専門部隊も採算性を問われる時代の到来＇‘80年前後（ → 情報部門の独立 

6. 特定ユーザ向けソフトの有効利用＇開発リスクも回避（ → パッケージの出現 

 ） パッケージ製品の原点は、特定ﾕｰｻﾞ向けの個別ｼｽﾃﾑをﾚﾍﾞﾙ・ｱｯﾌﾟで汎用化 

 

◆  ベンダー(開発会社（事情 

1. 開発のプロ集団 → プログラムはデキルが“業務知識は乏しい” 

2. 業務系に弱い、高額な開発コスト → 自社固有のパッケージ開発は困難 

 ） 開発時の対応で問題が発生しやすい → 表面上の会話以外”バグ“の確率大         



Ⅰ-２. 現状認識 ＇ユーザ（ 

◆  社会環境の変化  

1. 高齢化社会・尐子化・終身雇用の崩壊  → 次世代へのノウハウの継承 

2. 企業の商品化 → 人材育成の減速化 

3. 分業化の加速 → 企業体質の弱体化 

4. 便利なｗｅｂ社会 → 情報過多、信頼できる情報は？ 

5. 人事制度に変化 → 個人単位の仕事の加速＇勤務時間・場所（など 

 

◆  ユーザ事情 

1. 自社開発からの撤退 → パッケージの利用 

2. 企業への定着率・愛着が低下 → 個人主義の加速・優秀な人材の減尐 

3. 分業化の加速 → 全社的な業務のわかる人材が皆無化 

4. 閉鎖的な業務分担＇実務優先、管理責任の範囲（ → 牽制・監査的機能の衰退   

） 人を育つ・育てる環境がなくなっている → 優秀な業務リーダの皆無化傾向          



Ⅰ-３. 現状認識 ＇ソフト・開発（ 

 パッケージ ・・ 単一システム＇限られた範囲の業務に対応（ 

1. 製品化 ・・ ユーザ向け開発ソフトをカストマイズ＇会計・顧客・在庫・人事給与ほか（ 

2. 業種 ・・ 特定分野 ＇開発したユーザの業界・分野（ 

3. 品質 ・・ 通常、カストマイズしない範囲で安定化＇カストマイズにより不安定確立大（ 

4. パッケージを独自に開発できない＇理由（ → 受注型対応以外の開発は困難 

          高額な開発費用が必要、独自の業務知識に乏しいなど 

 

 統合システム ・・ 単一システムを繋ぎ合わせて総合的な仕組み 

1. 概要 ・・ 上流・下流システムのデータを連動して＇カストマイズ（総合化 

2. 課題＇品質面（ ・・ 組合せによるトラブルの多発＇運用面の不具合・矛盾など（ 

3. 課題＇費用・納期（ ・・ 高額なカストマイズ費用、長期に渡る安定化までの期間 

  

 

 

         開発現場 ・・  “言った事”しか開発できない現状 ⇒ 『 結果に不満 』 

1. ユーザ側 ・・ ニーズ＇業務の詳細（を全て言えない → 追加費用の要請 

2. ベンダー側 ・・ 業務知識がない＇理解できない（ → 不具合の原因・品質不良 

 



Ⅱ-1. ユーザのニーズ＇検討時・稼働後（ 

 投資以上の成果 ＇費用対効果（ 

1. 省力化 → 作業の軽減 

2. 管理レベルの向上 → 管理帳票の作成・分析などによるレベルの向上 

3. 平準化 → 戦力＇新人（の早期戦力化、仕事の標準化 

 

 事前・事後のギャップと解決策 ＇説明ソフトと稼働ソフト（ 

1. 事前の検討不安 → 導入に近い内容でデモ、見積費用の総額表示 

2. 開発時のカストマイズ → 業務知識での対応(発言から意味を理解（ 

3. 実施時 → ぶれない納期、高品質の対応 

4. サポート → 導入後の早期の安定化 

 

        



Ⅱ-２. ユーザのニーズ＇企業の求めるシステム（ 

 決算 

 リスク 

 内訳 

 分析 

 計画対比 

 経営会議 

 特定企業情報 

 その他 

 作業の軽減・管理レベルの向上 

 (運営作業) 

 (管理業務) 

 (財経担当) 

 (営業担当) 

・・・ 最新の決算状況 

・・・ 決算値にかくれた負(不良在庫、回収遅延、外貨残他) 

・・・ 決算の裏付(客先・商品の実績) 

・・・ 客先・商品の販売分析(月次・時系列) 

・・・ 年予算・実績対比 

・・・ 月次・年間の経営概要(資料、分析) 

・・・ 客先との商品/客先取引情報 

・・・ 月次概況(前月比)・期末シミュレーション・REVIEW 

・・・ 日常業務(運営・管理・決算/情報等) 

・・・ データの入力・対外資料(請求書・納品書等)の作成 

・・・ 顧客管理・商品管理・その他 

・・・ 決算・入出金・資金繰等 

・・・ 取引概要(商品や客先の売上・粗利)・分析 

        



Ⅲ. 狙い＇開発するパッケージ（ 

 現状の課題解決 

1. ユーザのカストマイズ版の見直し → 業務システムのあるべき姿を設計・開発 

2. 業種・分野 → 殆どの業種・分野に対応  

3. 品質 → 統合による開発リスクの防止＇完成されたパッケージ化（ 

4. 統合化による発生する矛盾・時点など問題・課題の解決 → 豊富な内容の総合化 

5. 人材育成＇業務（ → 自然にスキルアップできる仕掛け 

6. 管理機能の充実 → データの一元化と自然に管理・監査できる機能 

 ユーザ 

1. 検討時・導入後のギャップのないシステム化 → 内容・コスト・品質・納期など 

2. トップ・ニーズの対応 → 省力化・管理向上・平準化の達成、経営支援機能 

 ベンダー 

1. 開発リスクを最小限化 → 不具合の皆無化、儲かる開発 

2. 実施後の対応 → 最小限のマンパワー・サポート＇人的負荷の軽減（ 

 
        



Ⅳ. ソフトの概要 

 第一に ・・ 基幹業務を｢１つのＤａｔａＢａｓｅ複数のｼｽﾃﾑ｣で総合化   
    ・入出荷～決済の一連の流れと管理を営業～財経まで一元管理                 

 第二に ・・ サブシステム別に帳票管理(明確化（                                                

    ・１２の管理サブ・システム＇３６帳票、１２検索（ 

 第三に ・・ システムに監査機能 
    ・データの整合性、不明瞭、内容チェックなど帳票化 

 第四に・・補足説明の表示    

    ・稼動のｼｽﾃﾑ概要・機能、通常の業務知識、会社の決算締めの手順他・・ 

 第五に ・・ ＤＢによるシミュレーション機能の組込み 
    ・管理ＤＢ＇会計・商品・顧客・分析・明細（の加工と帳票の影響対応 

   

 



Ⅳ-1. 基幹業務を｢１つのＤａｔａＢａｓｅ複数のｼｽﾃﾑ｣で総合化 

 機能 ・・ 登録＇商品・客先（、入力＇入出荷・会計（、帳票、ＤＢ更新、年繰越など 

 

 ＤＢ更新 ・・ 入力データをＤＢに一括多重同時更新、一元化 

 

 出力＇管理（ ・・ 取引/日計・会計・資金・商品・損益/経費・顧客・販売分析・ 

             消費税・ＢＩＬＬＩＮＧ・予算・経営・財務分析など帳票・画面対応 

 その他 ・・ サポートシステムでデータ保存(バックアップ・過去検索対応（  

 
 

 機能 ・・ 登録＇商品・客先（、入力＇入出荷・会計（、帳票、ＤＢ更新、年繰越など 

 

 ＤＢ更新 ・・ 入力データをＤＢに一括多重同時更新、一元化 

 

 出力＇管理（ ・・ 取引/日計・会計・資金・商品・損益/経費・顧客・販売分析・ 

             消費税・ＢＩＬＬＩＮＧ・予算・経営・財務分析など帳票・画面対応 

 その他 ・・ サポートシステムでデータ保存(バックアップ・過去検索対応（  

 
 

営業端末 

 主ＤＢ       
経理端末 

複数のｼｽﾃﾑを１つのＤＢで更新する為、即時に全端末の同期ができる 

経営者端末 

人総・財務端末 

⇔ 

⇔ 

⇔ 

⇔ 

Ｄａｔａの使用は権限により制限可能 



Ⅳ-２. サブシステム別に帳票管理(明確化（ 

 概要 ・・ １２の管理サブシステム＆プラス 

 取引・日計＇会計管理（ ・・ 入力した取引明細などの把握、仕訳日記帳・元帳など３表 

 会計管理 ・・ 決算資料(試算表・貸借対照表・損益計算書・経費内訳表など（ 
 資金管理 ・・ 資金の運用・調達など入出金予定の把握、入出金予定表など２表 

 商品管理 ・・ 商品別取扱高・在庫・粗利などの取引状況の把握、内訳表・推移表など４表 

 損益・経費管理 ・・ 部課・全社の月間・年間の営業成績の把握、推移表・明細など５表 

 顧客管理 ・・ 取引先との債権・債務の発生・決済状況の把握、勘定残高内訳表など４表 

 販売分析 ・・ 商品や取引先の売上高・粗利益など分析、取引内容の把握、分析表など３表 

 消費税管理 ・・ 消費税の勘定別・区分別内訳と月別推移の把握、推移表1表 

 ビリング ・・ 客先の請求書、納品書などの発行、会計伝票の作成など、５表 

 予算管理 ・・ 予算登録と実績の把握、予算実績管理表１表 

 経営管理 ・・ 経営資料・ランキング・月別推移・商品管理・客先情報・決算予測の概況の把握 

 財務分析 ・・ 勘定による財務分析・主要取引状況の３時点比較分析など、６帳票 

 監査機能 ・・ 帳票の問題点(整合性・矛盾ほか（を帳票化できる内部監査機能 

 



Ⅳ-３. システムに監査機能 

 概要 ・・ 帳票における問題点を多角的にチェックし抽出、帳票化 

 
1. データの整合性 ・・ 管理帳票間の矛盾を抜粋＇数値、内容、時点など（ 

 

2. 不明瞭な口座 ・・ 債権・債務の残高のある不明瞭な口座 

 

3．   内容チェック ・・ 回収遅延、滞留商品、赤残＇在庫・債権債務（、高額取引など 

 

4.   その他 ・・ 時系列による異常性、喚起点に網掛け表示 



Ⅳ-４. 補足説明の表示 

 概要 ・・ 稼働ソフトの有効な利用法、商業一般・実践的業務知識などを表示 

 

 稼働システム ・・ 機能、特徴、作業軽減策、有効な運用法、事例＇原価計算・     

              契約入力（ 

 対応外の管理 ・・ 手形・社内売買・外貨取引・契約・原価計算・営業受渡・         

              固定資産・人事/給与・入出金など管理システムの概要 

 レクチャー(業務知識（ ・・ 取引・会計処理・決算対応・管理システム・管理の概要 

 

 帳票説明 ・・ 対応している帳票の概要・表示順、利用法など 

 



Ⅳ-５. ＤＢによるシミュレーション機能の組込み 

 概要 ・・ 管理用ＤＢのｍｏｄｉｆｙと利用帳票への反映 

 
1. 会計情報ＤＢ ・・ 会計管理・損益管理に影響 

 

2. 商品情報ＤＢ ・・ 商品管理・損益管理・販売分析管理に影響 

 

3. 顧客情報ＤＢ ・・ 顧客管理に影響 

 

4. 販売分析情報ＤＢ ・・ 販売分析に影響 

 

5. 明細情報ＤＢ ・・ 会計管理・損益管理に影響 

 

*   ＤＢの変更の影響 ・・ 上記以外にも反映＇監査帳票でも抽出される（ 



Ⅴ.システム概要図＇小規模企業向け基幹システム（ 
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Ⅵ.システムの特徴 

 ターゲット → 小規模企業向け＇個人・零細含む（ 

 業界・分野 → 殆どの分野＇製造業・商社・問屋・小売ほか（  

 豊富な内容 → 会計・商品・顧客などの基幹業務の多くの管理対応 

 実用的 → 会社の業務に合わせた帳票＇体系化された管理（ 

 高品質 → 総合化されたパッケージ＇カストマイズ不要の完成ソフト（、 

          帳票間で矛盾のない数値＇連携されている帳票（ 

 低価格 → 市場価格の数％＇オープン価格・・ユーザ負担を考慮対応（ 

 早期安定化 → 導入後1月での安定稼働可 

 管理充実 → 監査機能によるグレー＇不正・不備（情報を抽出 

 人材育成 → 操作を通じ自然にスキルアップ＇業務補足機能（ 

 パッケージの欠点への対応 → データ蓄積＇ゴミ（問題・固有ニーズ対策 

        



Ⅶ.システムの内容 

◆登録＇客先・商品登録（・・登録ないとデータ入力不可 

 １、一件ごとの新規登録、Ｎｏ取得後未入力項目の登録画面ｱﾘ 

 ２、その他の登録・・勘定登録、ｼｽﾃﾑ登録、分析ｺｰﾄﾞ登録など 

◆登録＇契約・ﾊﾟﾀｰﾝ（ 

 １、入力画面の種類・・入出荷は見越・直送画面、会計は貸借、複合仕訳画面 

 ２、契約は入出荷計上単位で抹消、入出荷入力時計上ﾊﾟﾀｰﾝ作成も可 

◆入力 

 １、入出荷・・見越＇売上・仕入（と直送＇売買同時（の２ﾊﾟﾀｰﾝ、入力は客先別or商品別が可 

 2、会計・・貸借仕訳(新規（と複合仕訳画面 

 ３、計上・・計上時点＇決算年度（及びそれ以降 

◆ﾌｧｲﾙ更新・・データ入力の多重ＤＢへの更新、それ以降帳票反映 

◆管理システム＇帳票・画面（・・当期及び前期まで指定の月で出力対応 

◆年繰越・・ＤＢの繰越、不要データ抹消処理、前期以前抹消 

◆監査室・・データ整合性、不明瞭・ｸﾞﾚｰ内容帳票出力＇外部データ取り込めば対応可（ 

◆レクチャー・・業務・システム・帳票を画面で補足表示、使用ＤＢを一時的に加工編集可 

◆サポート機能 

 １、ＤＢを保存・検索機能・・ＤＢのバックｱｯﾌﾟ、過去データによる帳票作成対応 

 ２、ユーザ固有の帳票などシステム化可 

◆外部データ取込・・指定フォーマットによる入力対応、他システムのＤＢ取り込みで監査機能可 
        



Ⅷ.具体的な特徴とその理由＇一部を紹介（ 
◆カストマイズ、殆ど不要 ・・ 基幹業務全体＇入出荷～決済・決算まで（を総合化したパッケージ 

◆データの高度な信頼性 ・・ 帳票間の数値が一致、多くの帳票がチェック機能＇＆監査帳票（ 

◆複数端末対応 ・・ ソフト内に連動＇リンク（用の機能を用意、ユーザでも簡単に対応可能 

◆入力作業が大幅軽減 ・・ パターン登録で、内容の大半を事前表示 

◆管理の見落としをサポート ・・ 経営資料・財務分析などに問題点・課題箇所に網掛け 

◆データ入力時点への配慮 ・・ 決算締めは年単位、その中で時点の前後は自由 

◆営業成績は何時でも出力 ・・ 商品の棚卸高を自動計上＇棚卸の入力不要（ ﾒｰｶ・商社・問屋・小売店も可 

◆過去検索機能 ・・ サポート・システムで必要時点を保存、帳票出力対応＇抹消はユーザ任意（ 

◆長年のシステム安定稼働 ・・ 不要なデータを年繰越処理で自動削除、レスポンスなど運用対応 

◆経営状況の概要の把握 ・・ 経営管理で経営資料、業績比較＇前月比較・・（など簡単に即時検索 

◆取引先訪問にサポート資料 ・・ 特定客先との直近の取引状況を帳票化 

◆自主コンサル機能 ・・ 財務分析で３時点比較分析＇ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ＊（、一部網掛け 

◆消費税改定への対応 ・・ 税率の改定＇１０％は対応済（に伴う運用上の課題は配慮済 

◆原価計算にも対応 ・・ 製品の材料振替・諸経費加味などパターン登録で容易な対応可 

◆日々の業績＇カテゴリー（把握が容易 ・・ 商品の分析ｺｰﾄﾞ登録で日々＇月間（の商品群実績把握ができる 

◆何時でも何処でも管理・分析 ・・ 過去検索の機能を活用し、ＰＣ1台で作業可＇遠隔地含め（ 

◆固有の帳票＇カストマイズ（ ・・ サポート機能により、殆ど稼働システムに関係なく開発・運用できる 

◆自然にスキルアップ！ ・・ 業務の流れ全体を総合的にシステム化、業務を通じて人材育成！ 

        



Ⅸ、他社製品＇ソフト（  

◆基幹の総合管理システム ・・ 営業システム＇顧客管理・在庫管理など（からデータを
抽出し会計ソフトに連動させた統合システム＇上下連動のシステム（ 

   → カストマイズ必須、連動による矛盾の可能性、多大な開発費用など課題多い 

◆営業＇顧客・在庫など（のシステム ・・ 業種は限定＇特定分野（ 
   → 通常、カストマイズ要＇自社にあわせた手直し（ 
◆経営情報、財務分析のシステム ・・ 独立したパッケージ 

   → 必要時に営業システムなどからデータ取込 

 

★＇市況製品の（抱える課題・問題点 

 ・帳票間の数値の一致化 

 ・カストマイズ対応＇品質含め（ 
 ・ユーザの事前の確認？＇内容・コストなど（ 
 ・受動的対応＇言われた事の対応（ 
   

        



出 力 

入 力 

事例1 売上時の帳表反映 

東京商事㈱に10,000円を売上 

売上計上 

請求書の発行 

東京商事㈱への 

10,500円の請求書 

① 

月間・日単位の 

売上実績のカテゴリ表 

10,000円の売上を加算 

取引先の債権残高表 

東京商事㈱への 

10,500円の売掛金を加算 

販売分析表 

東京商事㈱の商品Ａに 

10,000円の売上を加算 

商品状況（在庫）表 

商品Ａの在庫を減少と 

売上を加算 

月別の業績推移表 

1月に10,000円の 

売上を加算 

計上明細表 

東京商事㈱の10,500円の売掛金と 

商品Ａの10,000円の売上を表示 

例）1月に、東京商事㈱に、商品Ａを10,000円売り上げた場合 

② 

④ 

⑥ 

③ 

⑤ 

⑦ 



事例2 総合管理 

豊富なサブシステム！！ 

決算・商品/顧客管理等の資料をすぐに利用可能 

入 力 作業の軽減 

会計入力 売上入力 

(会計仕訳) (売上/仕入) 

出 力 

会計管理 

商品管理 

顧客管理 

損益管理 

販売分析 

定常パターン画面を用意(呼び出し用) 





事例4 経営管理 

指示 最新の経営状況を把握できる!! 
→決算やその内訳(ランキング・分析等)を
決算と連動した数値(売上高・粗利益等)で
表示 

出力 

当月・年間の売上高や粗利益の実績や 

商品・客先別の内訳・分析 



事例5 財務分析 

３時点比較＇月・四半期・期等（で作表 





帳票のシステム別選択画面 

何時でも状況を全体をサポート!! 

・取引・日計～財務分析 → 対応している業務管理＇１２システム（ 

・監査室 → ＤＢの内容をチェック＇帳票（ 

・システムの概要・機能～レクチャー → 業務など補足説明 

・レクチャー＇実務（ → ＤＢの内容の編集 



事例１６ 監査室 

帳票間の整合性・不明瞭・？など問題点抜粋し帳票化 



提供するソフト 

  ・ 小規模企業向け戦略的基幹システム＇１ソフトで総合管理（＆サポート・システム    

対象 

   商社(問屋)、製造業、小売業他、ほぼ全て  * データ量がポイント 

   規模：1～20人程度  データ量：5000件/月程度 

用途 

   会社の業務処理・管理用、外部監査用、教材 

ハードウェア・ソフトウェア構成 

   OS：Windows ソフトウェア：Access2010  

   ） 稼働にはMicrosoftのAccess2010が必要 

価格 オープン価格(50万～) 、カスタマイズ対応可 

   ）支払い条件＇分割・価格など相談可（  

オプション 

   ・サポート、バージョンアップ、独自のカストマイズなど何でも相談可 

補足＇サポート・カストマイズに関する補足（    

   ・業務の基幹処理では、法的改定の対応は殆どない＇消費税程度・・敏感な反応不要（  

    ＇マイナンバーは人事・給与管理など限定された特殊な分野のみ（ 

製品概要   



開発者 紹介 

 伊藤忠商事 基幹システム 
  ・会計、資金、手形、商品、損益、経費、顧客＇債権・債務、与信（、 

   契約、輸出入、為替、人事給与、有価証券、固定資産 

 伊藤忠商事 個別システム 
  ・繊維受渡オンライン、地場数次加工＇受渡（ 

  ・営業その他＇鉄鋼、金属、ジュエリー、コーヒー（ 

  ・オフコン・PC版総合会計の基盤設計・開発 

 PC版ERP対応の総合管理システム 
  ・中小規模向け経営支援パッケージソフト ＇簡単会計・スーパーM（ 

 

株式会社アイエス二十二 代表取締役 山口金幸 

開発 

 伊藤忠商事 本社＆国内支社・支店 

 伊藤忠商事 関係子会社・取引先 

 その他 
  ・飲料メーカー＇一部上場（2社、秋田スーパー、他多数 

対象 

 システム・・・最長キャリアのソフト開発者 

     ＇ギネス認定（ 

 業務知識・・・伊藤忠商事 ３５年在籍 

 会計知識・・・簿記一級＇１７才（ 

経歴 

 東北の大手スーパーの不具合開発の正常化の短期
間解決・・・特命の商権・賠償危機 

 大手ﾍﾞﾝﾀﾞｰのシステム不具合による決算処理等の問
題の早期解決・・・上場ﾕｰｻﾞのトップが依頼 

 ERP対応の総合管理システムの導入と即＇１ヶ月（安
定化・・・全体管理総替えのシステム化 

 倒産した会社のERPの総合管理システムによる業務
円滑化・・・人伝て依頼でｼｽﾃﾑ導入支援 

システム対応の特記事例 



開発者はギネスワールド記録保持者 ＇ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ｿﾌﾄ開発ｷｬﾘｱ（   


